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ブラジルとハーモニズム

ハーモニズムの視点から見たブラジルという文明。その構造は「調和の建築（生命の樹）」によって組織化されており、中心には「Dharma（生命の樹）」が位置し、その周囲を「生態系」「健康」「親族関係」「管理」「金融」「ガバナンス」「防衛」「教育」「科学技術」「コミュニケーション」「文化」という11本の柱が取り囲み、これらが診断と回復のための構造的枠組みとなっている。関連リンク：調和の建築, 調和実在論, 魂の5つの地図, シャーマニズムとハーモニズム, 宗教と調和主義, 精神的な危機, 西部の空洞化, 自由主義と調和主義, グローバルエリート, 金融アーキテクチャ.




ピンドラマ

この土地には、植民地としての名称が付けられる以前から、すでに名前があった。ピンドラマ——1500年にポルトガル人が到着した際、沿岸部の人々が話していたトゥピ・グアラニ語で「ヤシの土地」を意味する——には、先住民の自己認識が込められていた。すなわち、そこに生えるものにちなんで名付けられた居住地であり、森と対立するのではなく、森の中に位置する人間社会であった。 ブラジルという名は後になって現れた。これはパウ・ブラジル、すなわち植民地における最初の経済的目的であった赤色染料木の名称に由来する。この国には二つの名前があり、その二重性は構造的なデータである。植民地化以前の名前は宇宙論的な基盤を名指し、植民地時代の名前はそれに重層した搾取の論理を名指す。 5世紀を経た今も、両方の名称は機能し続けており、その未解決の関係性は、ブラジルが未だ答えを出せていない文明的問いの一つの表れである。

1500年にポルトガル人が遭遇した諸民族――トゥピナンバ、グアラニ、そして内陸部の数百の部族――は、調和主義が教義的な次元で明示しているもの、すなわち「資源」ではなく「生き物」としての森、 人間社会を関係性に基づく生態系の一つの結節点と見なし、目に見える物質世界を、特定の知覚の技法を通じてアクセスされる多次元的な現実の表層として捉える。その後続いた植民地化は、この基盤を書き換えようとしたが、その成功は実質的ではあったものの、決して完全なものではなかった。3世紀にわたり強制的に連れてこられたアフリカ人——400万人以上、大西洋奴隷貿易における最大の単一の目的地——は、独自の宇宙論的地図、主にヨルバ、 バンツー、フォンといった独自の宇宙論的地図を持ち込み、それらは植民地による同化に対して構造的な抵抗力を示し、ブラジルの土壌に深く根を下ろした。ポルトガル人は、特定のイベリア・バロック様式の色彩を帯びたカトリックの神秘主義的伝統を携えてきた。1888年に奴隷制が廃止された頃には、ブラジルは――いかなる単一の勢力も意図したわけではなかったが――近代文明において、三つの生きた宇宙論的地図が最も濃密に交差する場となっていた。

ブラジルは、熱帯地方に築かれた単なるヨーロッパの派生的な前哨基地ではない。それは独自の文明秩序であり、その基層レベルには、主流の自己理解がまだ統合しきれていない「調和主義（Harmonist）の教義」との融合が宿っている。ブラジルを「調和主義の構造（調和の建築）」——中心にある「調和主義の基盤（Dharma）」と、分析を構成する11の柱——を通じて読み解くことは、その基層が何を保持しているか、構造的配置がそれに何をもたらしたか、そしてブラジルの独自の資源の中からどのような回復の道筋が見えるかを明らかにするものである。





生きた基盤

5つの認識事項は、ブラジルが構造的レベルで何を保持しているかを明らかにする。以下では、基盤が真に生きている次元について記述する。いずれの場合も、文化的威信の表層は、表層が覆い隠しがちな構造的病理と共存しており、誠実な読み解きは、この両方の次元を併せて捉えなければならない。

生きた哲学としてのアマゾン先住民の世界観。 アマゾン盆地の諸民族——ヤノマミ、カヤポ、アシャニンカ、フニ・クイン、クレナク、その他多数——は、「信仰体系」という人類学的な枠組みによって飼いならされていない世界観を保持している。ヤノマミのシャーマンであり政治指導者であるダヴィ・コペナワは、 ヤノマミのシャーマンであり政治指導者であるダヴィ・コペナワは、著書『A Queda do Céu』（『空の崩壊』、2010年）において、ヤノマミの知識の構造を次のように明示した。すなわち、yãkoana（ヤコアナ）という嗅ぎタバコによって可能となる長いシャーマンの修業を通じて知覚される能動的な実体としてのxapiri（森の精霊）、人間の不注意によって崩壊させ得る構造としての空、 森の民がその外側に立つからこそ診断できる暴走した生産システムとしての白人の世界。アイルトン・クレナックは『世界の終わりを先延ばしにするためのアイデア』（2019年）においてにおいて、「人類」そのものを、人間を川や山、そして祖先から切り離した植民地主義的な虚構であると名指ししている。エドゥアルド・ヴィヴェイロス・デ・カストロの『人食いの形而上学』は、アマゾンの思想が異なる存在を、同じ「文化」を共有しつつ異なる「自然」に属するものとして扱う多自然的視点主義を明示しており、一つの自然に対して多くの文化が存在するという近代西洋の前提を逆転させている。率直な補足として： 305の先住民族と274の言語は残っているが、その基盤は持続的な浸食にさらされている。土地の境界画定は未完了であり、2019年から2022年のボルソナロ政権下で激化したヤノマミの領土における違法採掘（ガリムポ）は、連邦政府自身の2023年の緊急報告書が「民族虐殺」と分類した、記録に残る人道的崩壊をもたらした。宇宙観は生きているが、それを担う人々の状況は安定していない。

生きたアフリカ・ディアスポラの地図としてのアフロ・ブラジル宗教。 3世紀半にわたるアフリカ人への強制移住は、ブラジルの地において、アフリカ以外では類を見ないほど濃密な西・中央アフリカの宇宙論的実践の再構築をもたらした。カンドンブレ——ヨルバ起源の複合宗教であり、バイーア州のテレイロにおいてオリシャ（ヨルバ語のオーリシャ）の崇拝を最高次元で伝承する——は、カトリックの信仰を装うことで、統合された宇宙論の構造を保存してきた： オロドゥマレ（至高の原理）、あらゆる現れを巡るアシェ（生命力）、自然や人間の能力として分化したオリシャ、そして宇宙論的・教育的機関としてのテレイロにおける長期にわたる入門的修業を通じて継承される司祭職。 サルバドールのIlê Axé Opô Afonjáで40年近くにわたりIyalorixáを務めたMãe Stella de Oxóssi（1925–2018）は、20世紀後半において最も権威ある公的な伝承者の一人であり、現代のbabalorixásやiyalorixásの世代がその系譜を受け継いでいる。 20世紀初頭に体系化されたウンバンダは、ヨルバのオリシャの体系を、バンツー、ブラジル先住民、カトリック、カルデシズムの要素と統合したものである。キンバンダは、独自の規律を持って隣接する領域で活動している。 「テレイロ」は西洋的な意味での「宗教的場所」ではない。それは、構造的な機能においてスーフィの「ザウィヤ」やチベットの僧院に匹敵する、イニシエーションと教育を兼ね備えた機関である。バイーア州はアフリカ・大西洋の精神的首都であり、そこを抜きにして世界の宗教地図を描くことは不正確である。 率直な指摘をすれば、実践者たちは絶え間ない攻撃に直面している――ペンテコステ派・福音派による敵意（しばしばテレイロの物理的破壊へとエスカレートする）、構造的な人種差別、文化観光による商品化、そして1976年までカンドンブレをブラジル法の下で犯罪と見なしていた長きにわたる弾圧などである。 その基盤の活力は、それを消滅させたいと願う勢力に対する絶え間ない防衛と共存している。

カトリックの神秘的・大衆的伝統。 ポルトガル人は特有のイベリア・バロック様式のカトリックを持ち込み、それがブラジルで発展することで、世界のキリスト教において最も特徴的な土着の形態の一つを生み出した。 ミナス・ジェライス州の植民地時代のバロック聖なる芸術——コンゴーニャスの預言者像、オウロ・プレトの教会内部、サルバドールの『サン・フランシスコ』の金箔彫刻——は、教義においてはカトリック的でありながら、表現の温度においては先住民・アフリカ的な感性を体現しており、その恍惚的なバロックは、イベリア半島だけでは決して到達し得なかった領域へと引き上げられている。民衆カトリックは、バチカンの暦にはない独自の聖人を生み出した。ジュアゼイロ・ド・ノルテの司祭であり、ローマによって聖職資格を停止されたものの、セルタン（内陸部）の人々がその精神的権威を決して疑うことのなかったパドレ・シセロ・ロマオ・バティスタ （1844–1934）は、ローマによって聖職資格を停止されたものの、セルタン（内陸部）の人々がその精神的権威を決して疑うことのなかったジュアゼイロ・ド・ノルテの司祭であり、今もなお世界最大級の年次巡礼の目的地の一つとなっている。メシアニック・ミレニアリズム的な反乱――バイア州のカヌードス（1893–1897年、 連邦軍の砲撃により壊滅）、コンテスタド戦争（1912–1916年）——は、文明的なシグナルであった。すなわち、近代化を進める共和国が吸収できず、むしろ根絶やしにしようと選んだ、カトリック・先住民・民衆の宇宙観が融合した世界観を、農村の人々が担っていたのである。20世紀半ばには解放神学 ——レオナルド・ボフやより広範なラテンアメリカの流れ——を生み出し、教会の内部から、キリストの福音は教会が祝福してきた社会体制と構造的に相容れないという認識を明確に示した。1985年のバチカンによるボフへの非難は、公式な教会の選択を象徴するものであった。 率直な補足として：40年の間に、カトリック教会の階層組織はブラジル国内の信徒の半数以上を失い、その座は現在、人口の約3分の1を占め、20年以内に過半数に達すると予測されるペンテコステ派・福音派運動に奪われた。ペンテコステ派は単なる宗教的刷新ではない。それはまた、支配の媒介体でもある——政治的には保守派・繁栄の福音の軸と連携し、悪魔的と烙印を押すアフリカ系ブラジル人や先住民の文化地図に対して構造的に敵対的であり、 そして、ますます、米国の宗教的・政治的輸出がラテンアメリカで機能するための文化的媒体となっている。大衆的・神秘的なカトリックの伝統が担ってきたもの――不正義に対する千年王国的な批判、死者への生きた献身、その下層との統合――は、それを担わない宗教的形態によって実質的に置き換えられつつある。

ブラジルの自己解釈の伝統と、それを体現する文学。 これほど継続的な自己解釈の伝統を生み出した文明は少ない。 セルジオ・ブアルキ・デ・ホランダの『ブラジルのルーツ』（1936年）は、「コルディアルな人間」という概念を提示した。これは、非人格的な市民的構造の代わりに個人的・関係的な気質を備えたブラジル人を指すものであり、その診断的鋭さは、「コルディアル（cordial）」がcor（心）に由来し、温かさを指すのではなく、制度的な形式に対する感情の支配を指す点にある。 ジルベルト・フレイレの『カサ・グランデとセンザラ』（1933年）は、メスティソ文明論を、その特有の美徳と特有の（そしてフレイレが実質的に十分に名指ししなかった）暴力と共に論じた。 カイオ・プラド・ジュニアの『現代ブラジルの形成』（1942年）は、その両者の背後にある構造的配置を読み解いた。すなわち、ヨーロッパの需要を志向した植民地経済は、先住民の論理からではなく、その志向に対して内部の整合性を構築せざるを得ない社会を生み出したのである。 現代の風景には、右派の文明論的診断者オラヴォ・デ・カルヴァリョ（1947–2022）——彼の結論に対する個人の見解にかかわらず、ボルソナロ世代にとって構造的に重要な存在である——と、建設的な哲学者ロベルト・マンガベイラ・ウンガーがいる。ウンガーはハーバード大学を拠点としつつ、ブラジル政府内部でも、現代の哲学者たちがほとんど手を出さない規模で、代替的な制度的プロジェクトに取り組んでいる。 文学の領域には形而上学的な深みが宿っている。マシャド・デ・アシスの『ブラス・クーバスの死後の回想録』（1881年）は、19世紀で最も普遍的な心理小説の一つであり、紛れもなくブラジル的な作品である。ジョアン・ギマランイス・ローザの『大サントーン：ヴェレダス』 （1956年）は小説形式をとった宇宙論的テキストであり、その言語的創意はどのモダニストの同輩にも引けを取らない。クラリセ・リスペクターの『G.H.による受難』（1964年）は、裸の存在そのものとの邂逅を主題とする哲学的ミステシズムの作品である。また、「コルデル」という大衆文学は、1世紀以上にわたり、印刷された大判のビラという形式で「セルタン」 の伝統を、1世紀以上にわたり印刷されたビラという形で伝承してきた。率直な指摘をすれば、この伝統は主に知識階級の中で機能しており、解放神学や特定の音楽的潮流を通じて部分的にはあったにせよ、その分析を政治的反応へと転換させるような大衆的意識を生み出してはいない。ブラジルはブラジルが何であるかを知っているが、その構造的枠組みは、その認識によってもほとんど揺るがされることなく続いている。

音楽、スポーツ、そして身体化された文化的知性。 ブラジルの文明は、世界文化の中でも最も高密度に音楽的・身体的知性が凝縮されたものの一つを保持している。サンバ （20世紀初頭のリオで、バイーア州のサンバ・デ・ロダとアフリカ系ブラジル人の音楽・宗教的複合体から結晶化したもの）、ボサノヴァ（1950年代後半、サンバのリズム的基盤とクール・ジャズのハーモニーを融合させたもの）、トロピカリア（1960年代後半、軍事独裁政権下で、かつそれに抗して生み出された前衛的な融合）、 MPB、そして各地域の伝統（フォホー、フレヴォ、マラカトゥ、アシェ・ミュージック、ファンク・カリオカ）は、それぞれ他では見られない独自の哲学的内容を内包している。ボサ・ノヴァは、わずか2分間の楽曲の中に、和声と時間軸の繊細さという存在論全体をコード化した。トロピカリアは、北大西洋の形式を取り入れることが、植民地的な行為ではなく、主権的な行為となり得ることを示した。植民地時代のブラジルで奴隷化されたアフリカ人によって発展したカポエイラは、武術の規律、ダンス、音楽、そして儀式を一つに統合した連続的な実践である――ロダは、二人のプレイヤーがジンガを体現する場であり、これは合気道や太極拳に構造的な類似点を持つ、「衝突なき対峙」という身体化された哲学である。サッカーは文明の言語であり、その頂点にあるブラジル流（ジョゴ・ボニート* の伝統、1982年ワールドカップの中盤陣、「コリンチャンス・デモクラシー」運動）は、制約下における創造的な動きの独自性を体現していた。「カーニバル」は、その厳粛な「エスコラ・デ・サンバという形式において、世界文化における最大規模の規律ある集団的芸術的生産の一つである。率直な評価をすれば、いずれも実質的に商業化され、それを生み出した土壌から切り離されてしまった。現代のファンク・カリオカ*は、その生産の経済的条件の下で、真の民衆的創造性と著しい劣化の両方を内包している。 サッカーの商業的国際化は、エリート競技をブラジルの土壌から切り離してしまった。カーニバルの観光産業としての側面は、その形式の起源である地域社会や「テレイロ（terreiro）」を置き換えてしまっている。その知性は本物だが、その存続条件はますます不確実なものとなっている。

これら5つの認識は、生きた形で作用するハーモニズムの文明的「Dharma（相互作用）」の教義との収束点である。各項目に貫かれる留保事項は、その収束を否定するものではない。それらは、本稿の残りの部分で展開される診断的記録なのである。ブラジルは、その基盤が内外から持続的な圧力にさらされている状況下で、真の基盤の保存を担っている——文化的な的威信の物語が覆い隠す構造的欠陥、保存されているものの進行する浸食、そして誠実な読み解きであれば必ず指摘せざるを得ない表層の裏にある具体的な仕組みといった状況下で、ブラジルは真の基盤の保存を体現している。





中心：Dharma


文明のテロスとしての「ベム・ヴィヴェル」

アンデス・アマゾンの先住民による定式化を、ポルトガル語圏のブラジル的言説がbem viver（ケチュア語：sumak kawsay、アイマラ語：suma qamaña、グアラニ語： teko porã）。この言葉は環境スローガンでもなければ、「ウェルビーイング」の翻訳でもない。それは、人間の行動が関係性の生態系——森、川、祖先、まだ生まれていない者たち、人間を超えた共同体——と調和して生きる姿を指し示すものであり、その中で人間の生命は一つの結節点に過ぎず、中心ではない。アンデスの憲法制定プロジェクト（エクアドル2008年、ボリビア2009年）は、bem viverを現代的な法的形式に書き写そうと試み、示唆に富む結果をもたらしたが、その成果はまちまちであった。アマゾンやアンデスの源流となる伝統は、憲法上の成否にかかわらず、生きた実践の中でこれを継承し続けている。Bem viverは、調和主義が人間の行動の次元においてDharmaとして論じているもの——すなわち、抽象的に考察されるのではなく、身体と共同体を通じて体験される、行動と内在的な調和の秩序との調和——を名指すものである。ハーモニズムの貢献は、**bem viver*が前提としつつも、その語彙の下では明示的に名指さない「宇宙的秩序の次元」を明示することにある。

この調和に関するブラジルの現象学には、独自の「生きた経験」の語彙がある。 Cordialidade — ブアルケ・デ・ホランダがあるレジスターにおいて診断し、より広範な文化が別のレジスターにおいて体現しているこの用語は、人への配慮と、取引よりも出会いを優先する姿勢が、社会生活のデフォルトの質感として機能する関係の「温もり」を指し示す。その診断的な側面は現実のものだ。cordialidadeは制度的なものを個人的なものと置き換え、個人的なものが唯一のレジスターとして利用可能な場合、予測可能な腐敗を生み出す。建設的な側面もまた現実のものだ。 他者との出会いを第一義とする文明は、制度的な文明が失ってしまった連帯の形態にアクセスできる。サウダーデ（saudade）は、何かを失わずに翻訳することは不可能だが、不在のものの「感じられる存在」を指し示し、別のレジスターにおいて物哀れ（mono no aware）が表現するものと収束する、時間と記憶の現象学を内包している。 サンバの即興演奏者の反応の速さ、カポエイラの「ジンガ」、ストリートサッカー選手のピッチの読み、テレイロの信者がオリシャの前にとる姿勢――これらは、異なる実践の場で現れる「注意の整合」そのものである。これらを総括するブラジル語が「ジョゴ・デ・シントゥラ」――「腰の遊び」、 これは、規則が想定する通りではなく、状況が提示されるままに応答する、生きた能力である。その最良の形態は、身体化された次元における「Dharma（即興）」であり、その劣化した形態は「jeitinho brasileiro」（規則を迂回する小さな抜け道）を生み出し、予測可能なシステム的な帰結をもたらす。



三つの宇宙論、一つの基盤：宇宙秩序

ブラジルの地には、現在も実践されている三つの生きた宇宙秩序の表現が存在する。これらはハーモニストの教義と収束するものであるが、ブラジルの主流的な自己理解は、まだそれらを統合しきれていない。宇宙秩序と、人間によるその秩序への調和とを区別する学問的枠組みに従い、それぞれが調和を名指す前に、宇宙的レベルにおける秩序を名指している。

アマゾンの先住民の地図論は、目に見える物質世界が多面的現実の表層に過ぎず、その他の次元には知性、意図、そして関係的な義務が宿っているという認識を通じて、宇宙秩序を表現している。ヤノマミ族の間では、xapiri（不十分に「精霊」や「イメージ」と訳される）こそが、森の宇宙秩序が作用する媒介となる能動的な存在である。 yãkoanaの下で行われる長期にわたるシャーマンの修業は、その顕現に先立つ存在論的な実体へと、知覚を規律正しく開いていく過程である。 フニ・クイン族の間では、ニキシ・パエ（アヤワスカ）の儀式は、宇宙秩序が入門者に理解可能となるための教育的手段であり、ミラソンは「あるがまま」を規律をもって把握することである。人間の行いが宇宙秩序を結びつける関係を断ち切ると空が崩れ落ちるというヤノマミ族の説は、比喩ではなく構造的宇宙論である。ベム・ヴィヴェルとは、この秩序との調和を意味する。 ハーモニズムは、両方のレジスターを読み解く――すなわち、宇宙秩序を「調和実在論（調和）」のアマゾン的表現として、また「bem viver」を人間行動のレジスターにおける「Dharma（調和的な生き方）」として捉えるのである。

ヨルバに由来するアフロ・ブラジルの世界観は、あらゆる顕現を巡る内在的な生命力であるaxé（アシェ）を通じて、またaxéの差異化された擬人化であるorixás（オリシャ）を通じて、宇宙秩序を表現している。 Axéは、宇宙秩序の領域において、Logosと同源の概念として機能する。すなわち、いかなる儀式や人間の介入よりも先に、現実の調和的な秩序を内在的に形成する原理である。orixásは、axéに接近し、それを具現化するための構造化された形態である。**オロドゥマレは、最高原理の名称である。それは人格としてではなく、アシェが起源とする源として名付けられている。人間の調和の次元は、各系統によって異なる名称で呼ばれる。ヨルバ系ではイワ・ペレ（善き性格）、 ブラジルのカンドンブレにおける入信修業のfundamento、すなわち歪みなくorixáを受け入れるために培われた能力。ハーモニズムは両者を読み解く：宇宙秩序の次元におけるLogosのヨルバ的表現としてのaxé、そして人間次元におけるDharmaとしてのterreiro*入信者の修養された行い。

カトリックの神秘的・民衆的な図式は、Logos（聖母マリア）そのものを通じて宇宙秩序を表現している。この用語はキリスト教神学のギリシャ的基盤を通じて導入されたものであり、ブラジルの民衆的カトリック伝統は、ヨーロッパの宗教改革後のキリスト教よりも明確に、創造は調和を本質とする生ける知性によって秩序づけられているという認識を保持している。ミナス・ジェライス州のバロック様式の聖なる芸術はその可視的な表現であり、民衆の信仰生活——Nossa Senhora Aparecida（アパレシーダ聖母）、 パドレ・シセロ、そして先祖の写真が並列して置かれた家庭の祭壇——は、教義的に名指しすることなく、その認識を体現している。カトリックの聖人とオリシャ（イエマンジャと無原罪の御宿り、オショッシと聖セバスティアン、 オシュムと無原罪の御宿りとの同定など）を含むブラジルの民衆的形態は、競合する宇宙論が交渉されているのではなく、異なる名称の下で同じ宇宙秩序が証されているという認識を機能させている。制度的な教会はこれをしばしばシンクレティズムによる混乱と誤解してきたが、実践者たちはこれを、制度側が表現することに苦慮してきた認識として読み取っている。

本物の基盤と政治的流用との区別は、あらゆる文明と同様にここでも機能している。先住民の宇宙論は、いかなる搾取産業の 「先住民をテーマにした」ESG戦略の所有物ではない。テレイロは、いかなる観光経済のバヒア・エクゾティカの所有物でもない。大衆的なカトリックの伝統は、セニョーラ・アパレシダを旗印に掲げるいかなる保守的政治運動の所有物でもない。真の基盤とは、ジュアゼイロのパジェ、イャロリシャ、そしてロメイロが担うものである。 これら三者をすべて悪魔的と烙印を押すペンテコステ派・福音派運動は、宗教的・宇宙論的領域における現代の最も重要な挑戦者であり、『ハーモニズム』はこの対立を、基盤に対するロマンティシズムにも、その基盤を悪魔的と名指しして抑圧することへの同情にも偏ることなく読み解く。



魂の記録：三つの地図、断片化、統合

ブラジルは、主要な文明の中で唯一、3つの「5つの地図（世界図）」を、同じ土地上で、活発な制度的・実存的な形態として抱えている。シャーマニズムの世界図は、そのイニシエーションによる伝承が途絶えていないアマゾンの先住民の系譜の中に生き続けている。ギリシャ・アブラハム系世界図は、長いカトリックの神秘主義の伝統と、フランシスコ会、 カルメル会、ベネディクト会といった黙想修道会を通じて現存している。ヨルバに由来するアフロ・ブラジル的地図論——西アフリカの系譜が移植され再構成されたもの——は、人間という存在、axé（アシェ）と個人のorí（オリ、頭、運命）との関係、 そして、ハーモニズムが教義の領域で提示するものと合致する、規律ある行動の修養を内包している。そのブラジルにおける展開は、同クラスターの中で最も発展した現代的な形態の一つである。

構造的な状況は断片化である。これら三つの地図論は存在しているが、主流のブラジルの自己理解は、そのいずれをも統合していない。教養あるブラジル人であっても、これら三つのいずれについても深く精通している者は稀である――アマゾンの宇宙論は民族誌的な珍奇物として扱われ、アフロ・ブラジルの伝統は 民俗学的な珍品、あるいは福音派による非難の対象として扱われ、カトリックの神秘主義的伝統は制度的な遺物、あるいは大衆的な感傷として扱われる。これら三つは、統合された証言としてではなく、隣接する区画の中に存在している。これは教義的な不適合の問題ではない（その共通点は、表面的な語彙が示唆するよりも深いところにある）。文明としての自己理解の問題である。ブラジルは、自らが何を担っているのかを、まだ自国に対して明確に示せていないのだ。

ハーモニズムがブラジルの「魂の次元」において提示するのは、これら三つの地図が互いに、そして教養あるブラジル国民に対して、一つの証言として読み解けるようになるための整合性である。三つのいずれにも、その固有の伝承を放棄する必要はない。それぞれが、自らの伝承するものが、他者の伝承するものと、またハーモニズムが「教義の次元」で提示するものと収束しているという認識を得るのだ。この統合は、各要素を希薄化させるような「合成」ではなく、相互の承認である。 これら3つすべてにおいて構造的な無知を抱える教養あるブラジル人は、その統合によって文明的な自己理解を再方向づけるであろう遺産を背負っている――そしてその欠如こそが、以下の「現代的診断」が指摘する政治的二極化の直接的な原因の一つである。魂の5つの地図は構造的論理を提示し、シャーマニズムとハーモニズムはアマゾンの次元を深く掘り下げ、宗教と調和主義は5つの地図全体にわたる「耕作」と「直接的実現」の関係を提示している。






1. エコロジー

ブラジルはアマゾン盆地の約60パーセントを占めている。これは、世界最大の連続した熱帯林であり、地球上で最も生物多様性が集中した保護区であり、最大の単一陸上炭素吸収源である、およそ400万平方キロメートルに及ぶ地域である。セラードのサバンナは、世界で最も生物多様性に富むサバンナであると同時に、最も脅威にさらされている生物群系の一つでもある。大西洋岸森林は、植民地化以前の面積の約12パーセントにまで縮小してしまった。パンタナールの湿地、 カチンガ乾燥地帯、そして南部の草原地帯が、地球規模の生態学的意義を持つモザイクを構成している。南半球の農業に水を供給する「空飛ぶ川」、炭素循環における役割、大気循環の調節といった、地球インフラとしてのアマゾンの水文機能は、構造的なものである。アマゾンに起こることは、地球の気候システムに起こるということだ。

現代における破壊は甚大である。パラ州、マットグロッソ州、ロンドニア州、アクレ州にまたがる「森林伐採の弧」は、畜産、大豆栽培、違法伐採のために、アマゾンの本来の森林被覆の20％以上を消失させた。2019年から2022年にかけてのボルソナロ政権は、環境法執行機関（IBAMA、ICMBio）の組織的な解体、先住民領土保護の撤廃、違法なガリムポ採掘の助長、そして大統領レベルでの開拓・資源採掘論理の修辞的正当化を通じて、この傾向を加速させた。2023年1月以降のルラ政権による回復策は、法執行の再開、先住民領土の境界画定、そして2025年11月にベレンでCOP30を開催すると発表したことで、そのペースを大幅に減速させた。 この回復は現実のものだが、部分的なものに過ぎない。構造的な要因——世界的な牛肉と大豆の需要（ブラジルは両者の世界最大の輸出国であり、大豆の多くは中国の家畜飼料となっている）、国際市場に流入する違法採掘による金——は、政治的な行政だけでは逆転できない規模で作用している。 セラードの森林破壊は依然としてほとんど手つかずのままである。大西洋岸森林の残存する断片地帯には積極的な回復が必要だ。大規模なダム建設プロジェクト（特にシンギュ川流域の「ベロ・モンテ」ダムが最も議論を呼んでいる）は、水力発電による電力生産量をはるかに上回る規模の、生態系および先住民社会への連鎖的な影響をもたらしている。

ブラジルが回復のために保持している基盤は相当なものである。先住民の領土は、あらゆる測定可能な指標において、ブラジル国内で最も効果的な森林保全の仕組みとなっている。指定された先住民の土地内での森林伐採率は、隣接する保護されていない森林のそれのほんの一部に過ぎない。キロンボラの領土も、より小規模ながら同様の効果を発揮している。 伝統的なリベイリーニョ（河畔住民）の住民は、ヴァルゼア（氾濫原）に関する詳細な生態学的知識を有している。特定の先住民やカボクロ（混血）コミュニティの農林業の伝統は、実践者が開墾・放牧による単一栽培の担い手ではなく、統合された伝統の継承者である場合、集約的な食料生産と森林保全は両立し得ることを示している。回復に向けた方向性は、これらの基盤に対する構造的な支援にある――境界画定の完了、持続的な法執行、大規模な農林業の制度化、そして何世紀にもわたり事実上守り続けてきた地球規模のインフラの実質的な守護者として認められた先住民およびキロンボラの集団が、何世紀にもわたり事実上守り続けてきた地球規模のインフラの実質的な守護者として公的に認められること——これらは、世界市場が依然として報い続けている輸出商品ロジックの構造的改革と連動して進められるべきである。





2. 健康

ブラジルの伝統的な食システムは、世界で最も過小評価されている統合的な食文化の一つを内包している。「フェイジャン・コム・アロス」（豆と米）——ブラジルの食卓の基盤——は完全タンパク質の組み合わせであり、その伝統的な調理法は、多くの工業化された国々の食事よりもはるかに優れた食生活を支えている。「モケカ」、バイーア州の「ヴァタパ」、ミネイロ州の「トゥトゥ」、 南部の「シュラスコ」、アマゾンの「タカカ」、そしてアサイーの収穫——これらはそれぞれ、統合された食の伝統を地域ごとに具現化したものである。発酵食品（「ケイジョ・ミナス」、「ジャバ」 塩漬け牛肉、北部の地域特有の果実発酵食品）は、人口レベルでの微生物叢の多様性を大きく支えてきた。伝統的な食事は、「三つの宝」の枠組み（『山の精霊』で構造的に論じられている）が「Jingを育む栄養」と名付ける概念——長時間煮込んだコラーゲン豊富な料理、発酵食品の豊富さ、スローフードのリズム、食卓を囲む共同の食事——に明確に合致する。

食を超え、ブラジルはSistema Único de Saúde（SUS）の下で統合的な健康基盤構造を維持してきた。これは1988年憲法で世界最大級の公的医療制度の一つとして確立され、2億1500万人以上にサービスを提供している。また、Estratégia Saúde da Família（家族保健戦略）では、地域規模のプライマリケアにおいてコミュニティ保健員を配置し、担当区域内の全世帯を毎月訪問している。 伝統的な「ライゼイロス（raizeiros）」、「ベンゼデイラス（benzedeiras）」、「パルテイラス（parteiras）」は、公的システムと並行して民間の医療現場で活動している。 カポエイラ、フットボール、プラヤの文化は、国民規模の身体的な動きをもたらしている。カーニバルやフェスタの行事カレンダーは、より分断された工業化社会が大部分失ってしまった、定期的な社会的熱狂の解放の場を提供している。

現代における変容は多岐にわたる。過去20年間で、超加工食品の消費が伝統的な食卓に取って代わった ——ブラジルの消費量（NOVA第4カテゴリー）は発展途上国の中で最高水準にあり、肥満、2型糖尿病、メタボリックシンドロームの増加傾向は予測通りである。SUS（ブラジル連邦公衆衛生システム）は、人口動態・健康の移行により負担が増大する一方で、慢性的な資金不足に直面している。アルボウイルス感染症（デング熱、ジカ熱、チクングニア熱）の流行は、頻度を増して再発している。メンタルヘルスの指標は悪化しており、ファヴェラ（スラム）の住民は、構造的に不十分な医療へのアクセスに構造的な不備を抱えている。2020年から2022年にかけてのパンデミックは、その被害を露呈させた。ブラジルの一人当たり死亡率は世界最高水準にあり、ボルソナロ政権下の連邦政府の対応は、SUSが本来行っていたであろう公衆衛生対策を実質的に阻害した。

回復への道筋は、SUSを、米国式の民間保険のパターンへと分断しようとする圧力に対するSUSの積極的な防衛；超加工食品の普及が、食政策、都市計画、学校給食、貿易協定にわたる協調的な行動を必要とする公衆衛生上の緊急事態であることを制度的に認識すること；「サント・ダイメ」や「ウニオン・ド・ヴェヘタル」の系譜におけるアヤワスカの規制された儀式的使用を含め、生き残っている伝統的な医療知識の保持者に対する構造的な支援。その基盤は存在しているが、それを活性化させるための政治経済的条件については依然として議論が分かれている。





3. 親族関係

ブラジルの拡大家族構造（família）は、先進国および発展途上国において最も健全な関係基盤の一つである。多世代世帯は、中・高所得国の大半と比較して、ブラジルでは依然としてかなり一般的である。「padrinho/madrinha」（名付け親）という制度は、構造的な親族関係の拡張として機能している。 日曜日の家族昼食、churrasco（シュラスコ）の集い、親族ネットワークを巡る誕生日や宗教祭りの交流は、この関係性の基盤を定期的に再演している。Compadrio（コンパドリオ）、afilhados（アフィリャードス）、そしてより広範な拡大家族の義務は、ヨーロッパにおける同種の制度が著しく侵食されてしまった中で、その制度的構造を継承し続けている。

ファヴェーラの生態系については、明確な考察が必要である。ブラジルの都市人口の約20％がインフォーマルな居住区に暮らしており、ファヴェーラを ——「ファヴェーラとは適切な都市化に失敗した存在である」という見方——は、そこに構造的に存在する実態を根本的に誤解している。物質的な不安定さや、麻薬取引や警察の暴力への曝露と並行して、ファヴェーラには、相互扶助ネットワークの密度、地域経済の統合、 多世代にわたる親族関係の維持、そして文化的生産（サンバ・スクール、ファンク運動、カポエイラのロダ）といった特性を有しており、これらは正規の中流階級の居住区ではほぼ失われてしまっている。ファヴェーラは、立ち退きによって根絶すべき問題ではない。それは、構造的な不正義に対して構造的な是正を必要とし、その統合された関係性の基盤が真の文明的価値を内包している状態なのである。 麻薬取引に伴う腐敗（ガバナンスの項で扱う）は、ここ数十年で特定のファヴェラを荒廃させてきた。その基盤は実在するものであり、絶えず圧力にさらされている。

現代における変質は、二つの次元で進行している。ペンテコステ派・福音派の拡大（現在人口の約3分の1を占め、20年以内に過半数に達すると予測される）は、ブラジルの家族構造を米国の核家族モデルへと大幅に再編成した。すなわち、家長である夫婦を世帯の中心とし、 拡大家族関係は軽視され、教会と核家族という単位が重視されるようになり、繁栄の福音主義的志向は、経済的個人主義を宗教的義務として再定義している。この傾向は支配的ではあるが普遍的ではない――一部のペンテコステ派コミュニティでは真に統合された親族関係が機能している――が、その軌跡は一貫している。都市部の中流階級の分譲マンション構造、単身世帯比率の上昇、出生率の低下 （約1.6で、なお低下中）、そして西部の空洞化が構造的レベルで論じている後期近代的な関係性の原子化は、ブラジルにおいて国固有のニュアンスを帯びつつも、全体として同じ方向へと作用している。

回復への道筋とは、統合された親族関係の基盤が、近代化によって排除すべき残滓ではなく、守り抜くべき構造的資産であることを文明政策として明確に認識することである。すなわち、住宅政策、都市計画、学校制度、労働形態を通じて、多世代世帯、ファヴェラの関係ネットワーク、「パドリーニョ」制度、そして拡大家族文化に対する制度的支援を行うことである。その基盤は存在している。しかし、その軌跡はそれに逆行している。





4. 管理・保全

ブラジルの伝統的な工芸の伝統は、均質化を伴う近代化によって完全に消し去られていない地域的な基盤の上で機能している。ミネイロ地方の銀細工や石彫り、ペルナンブコ州のコルデル文学のxilogravura （木版画）、アマゾンの丸木舟の建造（各河川系ごとに独自の変種がある）、バイーア州のアカラジェの露天商の実践とそれを運ぶバイアーナス・デ・アカラジェ（無形文化遺産として認定）、北東海岸のレンダ（レース細工）、ヴァケイロ（牧童）によるセルタン（内陸部）の革細工、エスコラ・デ・サンバのカーニバル衣装制作（毎年数千人の職人が関与）——これらはいずれも、真の工芸文明において根底で機能する、作り手と素材との構造的関係を体現している。

産業規模の生産基盤は堅固であったが、二世代にわたって空洞化が進んだ。20世紀半ば、「デゼンヴォルヴィメンティズモ」の軌跡の下で国家主導で行われた産業開発は、鉄鋼（Companhia Siderúrgica Nacional、 ウジミナス、ゲルダウ）、航空宇宙（エンブラエル）、自動車組立、資本財、化学工業において、真の国内生産能力を構築した。1990年代の新自由主義への転換は経済を大幅に開放し、予想通りの脱工業化をもたらした。ルラ政権とジルマ政権の時期には、部分的な再工業化が試みられたが、結果はまちまちであった。現代のブラジル経済は、一次産品輸出（ヴァーレによる鉄鉱石、大豆、牛肉、 ペトロブラス経由の石油、コーヒー、砂糖）による製造業製品の輸入資金調達。最も深刻な構造的問題は、現在の政治経済が、国内産業の軌道よりも商品輸出の軌道をより確実に報いる仕組みになっている点である。

手工芸の基盤状況も、この広範なパターンに追随している。アルテサオ（職人）層は高齢化が進み、十分な徒弟による後継者がいない。文化的威信は、資格を伴う象徴的な仕事へと移行し、 安価な輸入代替品が、地域の手工芸経済の相当部分を置き換えてしまった。数少ない真の生き残り事例は、その地域の中心的な経済パターンというよりは、文化的例外として機能している。

回復の方向性は、基盤レベルと産業レベルの両方で一つのプロジェクトとして機能する。すなわち、資格取得を最適化した教育システムとは異なる、長期にわたる手工芸の伝承に対する制度的支援；観光経済だけでは本格的な伝統を継続できないという認識のもと、具体的な調達やデザイン—教育の統合を通じた地域工芸経済への構造的支援（観光経済だけでは本格的な工芸の系譜を維持できないという認識に基づく）；産業規模においては、生産能力を、より深層的な「デゼンヴォルヴィメンティズモ（開発主義）」の論理——国内での付加価値創出、自国の研究基盤と統合された技術能力の構築、そして世界市場が現在報いる「金融化と搾取」の軌道を拒否すること——へと実質的に再調整すること。





5. ガバナンス

ブラジルのガバナンスは、世界で最も示唆に富む構造的条件の一つを帯びており、1985年の移行後の活気ある民主主義、そして中道左派と中道右派の正常な政権交代という標準的な枠組みは、選挙という表層の背後で構造的に何が起きているかを読み取れていない。

1985年以降の民主主義期が継承した基盤には、真の資源が存在する。その深層にある1988年の『市民憲法』の志； 地域に根差したガバナンスの伝統である「キロンボラ」や先住民の領土；経済的自己組織化の伝統である「協同組合（コオペラティーバ）」；開発主義の時代に築かれた実質的な連邦行政能力；そして、政治的領域が許す限り利用可能な、ブラジルの自己解釈的伝統（ブアルケ・デ・ホランダ、カイオ・プラド・ジュニア、 マンガベイラ・ウンガー、解放神学派）——これらは、政治的文脈が許す限り利用可能なものである。

現代の緊張は、「ブラジルの民主主義」という文化的威信の表層によって覆い隠された、様々な文脈にまたがって作用している。2018年以降のルラとボルソナロの二極化は、根本的な状況そのものではなく、未解決の文明的問い——ブラジルとは何か、そして誰に対して責任を負うのか——の症状に過ぎない。 労働者党（PT）は、開発主義・再分配主義の伝統を継承し、実質的な成果（ボルサ・ファミリア、先住民領土の保護、貧困削減）と実質的な失敗（2005年の「メンサラン」スキャンダル、ペトロブラスの汚職ネットワーク、PTが議会クーデターと見なし、野党が憲法上の手続きと見なす2016年のルセフ弾劾）をもたらした。ボルソナロ現象（2018–2022年）は、福音派による政治的動員、軍部・支配階級の復権、アグリビジネス・フロンティアの利益、そして「オラヴィスタ」的な文明論的診断の枠組みを結びつけ、実質的な軌跡として資源採掘の加速、環境保護政策の解体、そして大統領レベルでの権威主義的言説の正当化をもたらした政権を生み出した。 2023年1月8日の反乱未遂事件——ルラ大統領の就任から8日後に、敗北したボルソナロの支持者たちが「三権広場」に乱入した事件——は、構造的に米国の1月6日事件と同様の様相を呈していた。すなわち、ポピュリスト-権威主義的運動を抑制するという政治階級の制度的約束の失敗であった。1888年の「補償なき奴隷制廃止」が刻み込んだ構造的格差は、実質的に未解決のままである。アフリカ系ブラジル人の多数派と白人少数派との間にある人種的・経済的・空間的格差は、他のどの大規模な民主主義国家にも見られない次元で続いている。 麻薬密売組織（リオの「コマンド・ヴェルメーリョ」、サンパウロ発祥で現在では国内の大部分で活動する「PCC」、現役および元警察官から成る準軍事組織「ミリシア」）は国家機関に浸透しており、主要都市の特定の地区では、正式な国家権力ではなく密売組織によって統治されている。2018年に起きたマリエル・フランコ（リオ市議会議員で、milíciaの活動を調査していたリオ市議）の暗殺や、最終的に明らかになったmilíciaと政治との広範な癒着関係は、その深刻さを如実に物語っている。「ラヴァ・ジャト（Lava Jato）」汚職捜査（2014～2021年）は、実質的な汚職摘発プロセスであると同時に、実質的な「主権に対する法戦（lawfare）」としても機能した。政治的圧力を調整するための選択的な情報漏洩、delação premiada*（司法取引）取引、後に明らかになった米国司法省との検察当局間の連携、ポピュリスト・権威主義的な野党が自党候補の立候補資格を得るために必要としていたまさにそのタイミングで、ルラ氏の2018年大統領選出馬を阻むように仕組まれた政治的タイミングなど。2021年の最高裁判決において、主任判事が利益相反の状態にあったと認定され、それに伴いルラ氏の有罪判決が取り消されたことは、法戦（ローフェア）説の重要な要素を事後的に裏付けるものであった。 実質的な汚職と実質的な「ローフェア」は、深さの異なる同一の現象である。「福音派議員連盟（Frente Parlamentar Evangélica）」——下院の約5分の1を占め、繁栄の福音という神学的指向を持ち、米国の宗教・政治的輸出作戦と実質的に連携している ——は、先住民およびアフリカ系ブラジル人の宗教的実践、中絶、LGBTの権利、教育内容に関する立法の可能性を再構築した。

回復の方向性は、既成の枠組みの強化版を輸入することではない。それは、前述の基盤で言及された固有の資源を実質的に再活性化すること、さらに具体的な構造改革を行うことである。すなわち、憲法で義務付けられた先住民領土の境界画定の完了； 腐敗と暴力の連鎖に対処するための警察・治安体制の改革；キロンボラ共同体および広範なアフリカ系ブラジル人運動が提示した是正措置を通じた、1888年以降未解決の移行問題への実質的な対応；ミリシア現象に対する、その領土支配の深層に至るまでの対応；セントラン級の構造的腐敗を生み出す選挙資金および政治調整システムの改革。この回復は、政治階級が自らの構造的立場が抵抗する改革に着手する意思があるかどうかにかかっている。





6. 金融

ブラジルの金融史は、通貨的従属がもたらすマクロ経済的コストに関する凝縮された事例研究として読み解ける――18世紀のイベリアおよび英国の金融拡大を資金面で支えた植民地時代の金搾取、「失われた10年」と呼ばれる1980年代の債務危機、 1990年代初頭の年間1,000％を超えるハイパーインフレのピーク、1994年の「プラノ・レアル」による安定化。それぞれの局面は、同じ構造的問題を反映していた。すなわち、一次産品輸出を主とする大規模経済において、世界金融アーキテクチャへの組み込みという構造的条件によって、その通貨・金融主権が絶えず脅かされてきたという問題である。

現代の状況は複雑だ。『プラノ・レアル』以降、ブラジルのレアルは劇的に安定し、中央銀行は高い技術的専門性を発揮して運営されており、インフレ目標制度は1994年以降のほとんどの期間において、インフレ率を管理可能な範囲内に抑えてきた。株式市場のボベスパ指数、主要銀行（イタウ、ブラデスコ、バンコ・ド・ブラジル、 カイシャ・エコノミカ・フェデラル）、および開発銀行のBNDESは、堅固な国内金融インフラを構成している。2020年11月に中央銀行が導入した即時決済システムPixは、真に意義深くも過小評価されている金融・技術的主権の成果である。これは民間プラットフォームではなく公共インフラとして構築・運営され、すべての金融機関への導入が義務付けられ、 個人ユーザーには無料で提供され、開始から4年以内に月間40億件以上の取引を処理し、他国で支配的なクレジットカードネットワークから脱却することで、ブラジルの決済環境を大幅に再構築した。 フィンテック部門は、国際的な規模で真に高度な技術力をもって運営されている。

構造的な歪みは深刻である。レアルは依然として変動が激しく、資本流動のショックに対する脆弱性が持続している。公的債務は大幅に増加しており、債務返済額は保健、教育、インフラの連邦予算の合計額を常に上回っている。これは、公的部門から金融・レントシーカー階級への構造的な移転であり、歴代の政権はこれを逆転させることができていない。 資産運用業界の集中化（ブラックロック、バンガード、ステート・ストリート）により、ブラジルの主要上場企業の実質的な所有権が徐々に多国籍企業の枠組みに組み込まれてきた。国内最大手であり、構造的な商品輸出の担い手であるヴァーレとペトロブラスは、ますますその枠組みの中で事業を展開している。1980年代から1990年代にかけてのIMF・世界銀行への依存は、形式的には減少したものの、 信用格付けの規律や資本流動への敏感さを通じて、マクロ経済政策に対する構造的な制約として依然として残っている。協同組合銀行の伝統（シクレディ、シコブ）は、その潜在的な規模を大幅に下回る水準で運営されている。

回復への道筋は、Pixクラスの金融・公共インフラを、主権を損なう条件での民営化や多国籍システムとの統合を求める圧力から積極的に防衛すること；レントシーカー的移転を生産的投資へと転換するための公的債務管理の構造改革；協同組合銀行および家計貯蓄中心の金融に対する制度的支援； BRICSの枠組み内において、米国の支配を中国の支配に置き換えるのではなく、実際にブラジルの金融主権を拡大する代替的な通貨調整を真摯に追求することである。回復の基盤は、Pix、存続しているエンブラエルやペトロブラスクラスの国営企業の能力、そして中央銀行やフィンテックコミュニティの技術的能力の中に存在する。





7. 防衛

ブラジルの防衛態勢は、小規模な文明が直面する「帝国への従属」というパターンとは異なる。ブラジルは、標準的な解釈では明確に名指しされていない形で、広範な超国家的防衛エコシステムに統合されつつも、相当な地域的能力を有し、いかなる単一の外国勢力の戦略的指導からも相当な自律性を保っている。

その基盤は実在する。ブラジル軍は、南米における二大地域軍事力のひとつを構成している。海軍は、発展途上国の中でも有数の能力を持つ地域艦隊を運用しており、Prosub計画を通じて潜水艦建造能力を開発中であり、ブラジル製原子力潜水艦の建造も計画されている。 空軍は、技術移転協定に基づき、エンブラエル製KC-390戦術輸送機およびサーブ製グリペン戦闘機を運用している。陸軍は、アマゾニア・アズール海洋排他的経済水域およびアマゾン川流域の国境地域に展開している。エンブラエル — 1969年に開発主義国家の時代に設立され、現在は世界第3位の民間航空機メーカーである — は、発展途上国としては異例な規模の、真に自国主導の兵器・航空宇宙産業能力を体現しており、スーパー・トゥカーノ軽攻撃機は複数の軍に輸出されている。**アヴィブラスとインベル*は、砲兵、小火器、ミサイルシステムにわたる追加能力を備えた軍需産業複合体を形成している。

この構造は二つの側面を持つ。米国や欧州のシステムとの防衛産業統合は依然として顕著であり、エンブラエルの1994年の部分民営化には外資持分が含まれており、エンブラエル・ディフェンス・アンド・セキュリティは西側の防衛サプライチェーンに深く統合されて運営されている。 ブラジル軍は、MINUSTAH（2004年から2017年までブラジルが主導したハイチ国連ミッション。これには記録上、重大な論争が伴った）や、より広範な越境的な防衛調整体制に参加した。この軍産複合体のパターンは、完全に自律的というよりは、より広範な越境的体制に統合された、ブラジル特有の形で機能している。 国内治安およびアマゾン地域に関する状況は、最も診断的に示唆に富む。違法な「ガリムポ」採掘、違法伐採、麻薬密輸が広大な地域で横行しているが、公式の治安体制にはこれらに対処する能力が断片的にしか備わっていない。2019年から2022年にかけてのボルソナロ政権下では、環境保護および先住民領土の法執行が意図的に縮小されたが、ルラ政権下では「オペラサオ・グアルディオネス・ド・ビオマ」を通じてその能力が再活性化された。 しかし、構造的な課題は依然として残っている。より根本的な問いは、ブラジルが自国の主権領域内で活動する搾取ネットワークに対して、保有する実質的な能力を全面的に投入する政治的意志を持っているかどうかである。

回復の方向性としては、金融化と搾取の圧力に対する先住民の武器・航空宇宙産業への構造的支援；アマゾンおよび国境を越えて活動する領土的搾取ネットワークに対する能力の実質的な投入； ブラジルの主権的利益ではなく多国籍企業の利益に奉仕する戦略的整合性を持つ遠征作戦の停止；ブラジルの文脈における防衛は、ブラジルの戦略的利益とは無関係な対外的な地政学的戦場ではなく、領土的・生態学的基盤に向けられるべきであるという構造的な認識。この基盤は、大半の非大国文明よりも実質的であるが、それを活性化させるための政治的条件は依然として部分的に制約されている。





8. 教育

ブラジルの教育システムは、発展途上国の中でも最も矛盾に満ちた構造の一つを有している。連邦大学（USP、UFRJ、 ユニキャンプ、UFMG、UFBA、UnB、および広範なネットワーク）は実質的に無償で運営されており、その多くは多分野にわたって国際的な研究水準に達している。ブラジルの高等教育は、熱帯医学、農業研究（EMBRAPAによるセラードの生産的な農地への転換は真の科学技術的成果であった）、航空宇宙、基礎物理学、そして国際的に影響力のある幅広い人文・社会科学の伝統など、国際的にも重要な成果を上げてきた。2003年の「コタス」（アファーマティブ・アクション）制度により、アフリカ系ブラジル人や先住民のエリート連邦大学への進学機会が大幅に拡大した。

この構造的な歪みは、多面的に作用している。初等・中等公教育は、憲法上の義務に照らして慢性的な資金不足に陥っており、教育の質は地域や階層によって極めて大きな格差がある。教育格差は、より広範な不平等構造と極めて密接に連動している。私立教育セクターは、はるかに優れた資源を備えた並行システムとして機能しており、cotasが部分的にしか是正できていない構造的な優位性を生み出している。 PISAの評価によると、ブラジルの平均成績はOECDの基準を大幅に下回っている。公立大学の資金は過去10年間にわたり圧迫されており、特にボルソナロ政権下では高等教育に対する言辞上の敵対姿勢が顕著であった。現代の教育システムによって徐々に置き換えられてきた伝統的な基盤は、複数の次元で機能している。テレイロ（terreiro）における通過儀礼的・教育的伝統は、その伝承する知識の深さにもかかわらず、正式な学校教育との制度的な統合がなされていない。 先住民の知識伝承は、しばしば先住民の若者を、彼らのコミュニティが必要とする宇宙論的・実践的知識から引き離す形式的な学校教育と絶えず緊張関係にある。コルデルやより広範な大衆文学の伝統は、形式的なカリキュラムの規範から実質的に外れて機能している。工芸、音楽、カポエイラにおける徒弟制度の伝統は、それらが存続している非公式経済の領域で機能している。

回復の方向性としては、教育システムと、その制度（テレロ、キロンボラの知識ネットワーク、先住民学校プログラム）が真に深い教育的意義を持つ先住民およびアフリカ系ブラジル人の知識伝統との構造的統合；民営化や予算削減の圧力に対する公立大学の基盤の実質的な防衛と拡大；正式な資格認定システムと並行して徒弟制度の経路を構造的に支援すること； 資格の最適化という論理ではなく、基盤の育成に沿った初等・中等教育の改革。調和教育法 および 教育の未来 が、この構造的枠組みを詳述している。回復のためのブラジルの基盤は確かに存在しているが、それを活性化させるための政治経済的条件は依然として不十分である。





9. 科学技術

ブラジルの科学技術の現状は、発展途上国の中でも特に堅固な基盤を有する一方で、現代的な技術主権の欠如が顕著である。連邦大学による研究基盤、EMBRAPA（40年にわたりブラジルの農学を熱帯農業へと転換させ、発展途上国における最も重要な応用科学の成果の一つを築いた農業研究機関）、INPE（宇宙研究機関）、FioCruz （公衆衛生研究機関）、CNPqおよびCAPESの資金提供体制、Embraerの航空宇宙能力、Petrobrasの深海石油採掘における技術力（プレソルト層の開発は真の技術的成果である）、そして大規模なフィンテック部門が、実質的な基盤を構成している。熱帯医学、植物生物学、海洋学におけるブラジルの基礎研究の成果は、国際的にトップレベルにある。

現代における技術的主権の状況は部分的なものに留まっている。ブラジルは最先端AI競争からほぼ取り残されている。国内のAI研究は、計算能力、資本、研究成果のいずれにおいても、主要研究所（OpenAI、Anthropic、Google DeepMind、Baidu、Alibaba、DeepSeek）に比べて桁違いに低い水準にある。半導体製造能力は著しく限定的であり、主要プラットフォームにおけるデジタル主権はほぼ存在しない（Google、Apple、Meta、 Amazonが、ブラジルの日常的なデジタル生活を支配するプラットフォームを運営しており、国内の代替手段はほとんどない）。GovBRのデジタルIDインフラは、グローバルエリート および 金融アーキテクチャ で論じられている広範な越境的デジタルIDアーキテクチャと徐々に統合されつつある。頭脳流出は継続しており、過去20年間にわたり、ブラジルで教育を受けた科学者やエンジニアの相当数が米国や欧州の機関へ移住している。Pixの成果は、真の反例を示している： プラットフォームによる搾取の手段ではなく、公共資産として構築・運用される主権的な技術・金融インフラである。

回復への道筋は、民営化と資金削減の圧力に抗して国内の研究基盤を構造的に支援すること；科学技術への取り組みを、開発主義の伝統が指し示す最も根本的な基盤（技術が人口規模の福祉や生態系保護を阻害するのではなく、それらに貢献するもの）に沿って実質的に再調整すること；米国や中国の戦略的連携にかかわらず、監視社会への転換を拒否すること；さらなる領域（デジタルID、公衆衛生データシステム、教育プラットフォームインフラ）において、「Pix」クラスの主権的デジタル公共インフラを構築すること。より根本的な問い ——『テクノロジーの究極の目的』および『AIのオントロジー』で深く論じられている——は、AI開発の軌跡そのものが、ブラジル文明が固有に持つものと整合しているかどうかである。ブラジルがまだ問うていないのは、「既存の軌跡に追いつく」という枠組みが正しい戦略的姿勢なのか、あるいは真の技術的主権には全く異なる方向性が求められるのかという点である。現在のガバナンス状況下では、このより深い問いには実質的に対処できない。





10. コミュニケーション

ブラジルの情報環境は、世界で最も集中した主流メディア構造と、世界で最も特徴的なソーシャルメディア・政治現象の双方を併せ持っている。しかし、「多様なメディアが存在する活気ある民主的な公共圏」という標準的な解釈では、表面の下で構造的に何が起きているのかを読み解くことはできない。

グルーポ・グローボ（マリーニョ家が支配するコングロマリットで、レデ・グローボテレビ、グローボ・ニュース、オ・グローボ紙、グローボプレイストリーミング、および大規模なラジオ・デジタル資産を含む）は、50年以上にわたりブラジルのメディアを支配してきた。 冷戦期の軍事政権との連携の下で始まり、1985年以降の民主化期を経て発展してきた。レデ・グローボのテレビ視聴率シェアは、先進国・発展途上国を問わず、単一ネットワークとしては最も集中した水準を維持している。夕方のニュース番組『ジョルナル・ナシオナル』は、相当な人口層にとってブラジルの市民的・宗教的な日課として機能しており、テレノベラの伝統は、国民規模での実質的な文化形成の手段として機能している。 1964年の軍事クーデターや2016年のルセフ大統領弾劾を正当化する上でマリニョ家が果たした役割、形式上は独立した各媒体間の編集方針の調整、そして中道右派の政治体制との体系的な連携は、数十年にわたり記録されてきた。グローボの規模に迫るメディア・経済主体は他に存在しない。2018年の選挙サイクルは、ブラジルを『WhatsApp』を介した政治動員の最も顕著な事例の一つとして位置づけた。クローズドネットワークでのメッセージの転送は、従来のメディア構造では対処できない規模で機能し、記録された誤情報の流通はボルソナロ連合の動員において重要な役割を果たした。また、WhatsAppのエンドツーエンド暗号化により、コンテンツは公共圏の監視から見えなくなっている。 2022年の選挙サイクルでは、『Telegram』、『Twitter/X』、そしてより広範なソーシャルメディア構造全体にわたって大幅な拡大が見られた。2023年1月8日のクーデター未遂事件は、これらのチャネルを通じて実質的に組織化された。ブラジルのインターネット文化は、世界でも最も密度の高いミーム経済の一つを生み出し、政治・文化的に多大な影響を及ぼしている。「ブラジリアーノ」と呼ばれるインターネット上の俗語は、従来のメディア構造が対応できない領域において、実質的な公共圏の生産として機能している。 ルラ陣営とボルソナロ陣営の双方が、相当なミーム調整能力を有している。

ブラジルが保持する基盤には、2世紀近くにわたり継続して機能してきた長い文学的伝統、コルデル（cordel）という大衆文学の伝統 （デジタル時代の変革によっても消滅していない）、地域問題に関して時に相当な編集上の自律性を有する地方紙ネットワーク、公共放送のEBCおよびTV Brasilのインフラ（慢性的な資金不足にあるものの、制度的には存在している）、そして充実したフリーランスおよびオルタナティブ・ジャーナリズムの経済（Folha de S.PauloとEstadãoは、Globoのメディア集中化を凌駕する実質的な編集上の独立性を維持している； 『プブリカ』や『ザ・インターセプト・ブラジル』（2019年に「ラヴァ・ジャト」事件の法廷戦術に関するスクープを報じた）は、真の調査報道能力を有している）。

回復の方向性は、グローボ級の集中に対抗するメディア経済の多様化への構造的支援、フリーランスおよびオルタナティブ・ジャーナリズムの基盤に対する実質的な擁護、—国内の法域が許す範囲内でのデジタルプラットフォームの集中に対する集団訴訟；公共放送体制への実質的な投資；そして、現代の情報環境が要求する深みにおいて、国民規模のメディアリテラシーを構築するという、より広範な市民教育活動。現在の情報環境は、実質的に「知らせる」ものではなく、「形作る」ものである。





11. 文化

ブラジルの文化は、複数のメディアにわたる持続的な創造的生産において、他の文明が及ばないレベルで機能している。 音楽の伝統（構造的には「生きた基盤」の項で扱われる）は、他では見られない独自の形態で哲学的内容を内包している。文学の伝統は、2世紀近くにわたり形而上学的に真摯な作品を絶えず生み出している。視覚芸術の伝統（バロック時代の宗教美術から、1922年のモダニズム展「セマナ・デ・アルテ・モダーナ」、そして現代の国際的なアートシーンで活躍するアーティストに至るまで）は、世界的な美的様式を周期的に再構築してきた。映画の伝統 （1960年代の「シネマ・ノヴォ」、1990年代から2000年代にかけての現代的な「レトマダ」、国際的な舞台で活躍する特定の監督たち）は、実質的な芸術的深みを備えている。

ブラジルの文化生産を特徴づける構造的要素は、大衆文化・宗教的基盤との実質的な統合にある。ブラジルのハイ・カルチャーは、19世紀から20世紀にかけてヨーロッパのハイ・カルチャーが徐々にそうしてきたように、大衆的基盤から自らを切り離してはいない。1922年の「モダニズモ」は、大衆的・先住民的な基盤と明示的に関わった （小説『マクナイマ』、『人食宣言』におけるヨーロッパの形式をブラジルの様式へと「人食的に」同化させる試み）、そしてその後のトロピカリア世代は、その関与をポピュラー音楽の領域へと拡大させた。カポエイラは、その本格的な形態において、身体的、注意的、倫理的、 そして儀礼的な能力の統合的な修養として機能し、それは構造的な次元においてインディオや中国の地図論が明示するものと収束する。すなわち、「ローダ」は二人のプレイヤーが「ジンガ」を顕現させる場であり、「ベリンバウ」はリズムと音色の枠組みを設定し、「アシェ」は儀礼化された対峙を通じて循環する。武術的規律、舞踊、音楽、そして儀礼を一つに統合した継続的な実践そのものが、哲学的な内容なのである。

現代におけるその衰退は現実のものとなっている。カポエイラ、サンバ、カンドンブレ音楽、そしてより広範な文化的伝統における伝承の系譜は、十分な弟子育成の支援がないまま高齢化が進んでいる。商業的・文化的輸出の論理が、真の継承の代わりとしてますます機能するようになっている。地域の伝統は、都市化とグローバルなプラットフォーム化という標準的な圧力に直面している。 文化振興法である「ルイ・ルアネ法」は、賛否両論の結果をもたらした。すなわち、文化生産に対する実質的な支援がある一方で、文化政策の手段を非文化的な目的のために利用し、商業的利益がそれを掌握した事例も数多く記録されている。

回復への道筋は、商業的輸出の論理とは一線を画す、深層文化の伝承系譜に対する構造的な支援にある。また、文化政策と教育政策の実質的な統合（伝承が構造的に支援されてこそ、文化的伝統は教育的に生き続ける）である。 高尚な文化生産と大衆的・宗教的基盤との統合が、受動的な期待ではなく能動的な防衛を必要とする文明的資産であるという制度的認識。その基盤は現実のものであり、持続的な圧力にさらされている。回復は、狭義の文化政策ではなく、統合的なものである。





現代の診断

ブラジルは、その特有の形態において、より広範な「調和主義」による近代性の診断が文明規模で提示する構造的病理を体現している。2018年以来ブラジルの政治を支配してきたルラ・ボルソナロの二極化は、より深く未解決の文明的問い——ブラジルとは何か、そして誰に対して責任を負うのか——の表層的な症状に過ぎない。PT（労働者党）と進歩派連合は、実質的な成果と失敗を伴う開発主義・再分配主義・民主主義の伝統を継承している。一方、ボルソナロ連合は、福音派による政治動員、軍人階級の復権、アグリビジネスとフロンティアの利益、そして過去10年間に多くの国で顕在化した世界的な潮流のブラジル版として機能する、より広範なポピュリスト・権威主義的傾向を掲げている。いずれの連合もこの構造的な問題を解決しておらず、両者ともそれに対する異なる対応として機能している。 2023年1月8日のクーデター未遂事件は――2年前に米国が経験した事態を構造的な次元で映し出すものとして――、ブラジルの制度的・民主的な表層の下に、政治階級が排除しきれていない実質的なポピュリスト・権威主義的な潜在力が潜んでいることを裏付けた。

ブラジル特有の症状は顕著である。1888年の「補償なき奴隷制廃止」によって刻み込まれた構造的格差は、依然として実質的に未解決のままである； アフリカ系ブラジル人の多数派と白人少数派との間にある人種的・経済的・空間的格差は、他のどの大規模経済民主主義国にも見られない次元で続いている。麻薬密売による腐敗は、多岐にわたる次元で国家機関に実質的に浸透している。主要都市の特定の地区は、形式的な国家によって効果的に統治されていない。「ミリシア」現象は過去20年間にわたり拡大してきた。 PCCやComando Vermelho、そしてより広範なブラジルの犯罪ネットワーク構造が、国境を越えた生態系の中でいかに機能しているかという構造的診断——カランディルやイリャ・グランデの起源が結晶化した「刑務所を犯罪組織の大学とする」という病理、 ブラジルの港から西アフリカを経て欧州へと至る、メキシコのネットワークに匹敵する規模の横断大陸的なコカイン密輸、そして他国で国家規模でカルテルと国家の共生が生み出すものを都市規模で再現する「民兵組織・警察・国家の共生」パターン ——これらは『犯罪組織』において、エルサルバドルの事例と並んで、犯罪勢力による乗っ取りに対抗する主権的決定が、実行する政治的意志が存在する場合に何を成し得るかを対照的に示す事例として描かれている。「ラヴァ・ジャト」捜査は、実質的な反腐敗プロセスであると同時に、実質的な「主権に対する法戦」としても機能した。この二重の性格こそが診断的所見であり、矛盾ではない。ペンテコステ派・福音派の政治ブロックは、ブラジルの統治において最も重要な新たな構造的勢力の一つとなり、 。アマゾンおよびセラードの森林破壊は、牛肉や大豆の輸出という構造的な推進力に対し、政治行政だけでは逆転できない規模で続いている。中産階級およびエリート層による、自国の文明的深層を構成する先住民、アフリカ系ブラジル人、大衆カトリックの基盤からの文化的疎外は、政治的二極化の直接的な原因の一つである。 こうした根底にある病理に対する体系的な考察は、精神的な危機、西部の空洞化、自由主義と調和主義、および「人間」の再定義に掲載されている。

ブラジル特有の変調は三つある。基盤の密度：ブラジルは同一の土壌上に三つの生きた宇宙論的地図を宿しており、主要な文明としては異例なほど豊かな回復資源を提供しているが、ブラジルの主流的な自己理解は、そのいずれも深く統合していない。政治経済的曖昧さ： ブラジルは、発展途上国としての「資源採掘・商品輸出」の立場と、地域大国としての「実質的な能力」を持つ立場の境界線上に位置している。構造的な仕組みは前者に引き寄せようとする一方で、基盤は後者を支えるはずである。文明的規模の未解決性：世界第7位あるいは第8位の人口を擁する大陸規模の国、大陸最大の経済規模、相当な地域大国としての能力、そして同等の国々でも類を見ない文化的・文明的な深みを備えている。しかし、その政治階級は、この規模と深みがどのような役割を要請しているのかを未だ自らが明確にできておらず、その結果、ブラジルは、主権を損なう条件での米国主導のエコシステムへの統合と、代替的主権という性格ゆえにこれまで以上に慎重な分析を要する条件でのBRICS多極エコシステムへの統合との間で揺れ動いている。

ブラジルは、標準的な進歩的・再分配的政策メニュー（このメニューが対処していない構造的・経済的枠組みの中で実質的な成果を生み出してきた）だけでは、また保守的・伝統的政策メニュー（現在は搾取加速の文化的隠れ蓑として、また米国の宗教的・政治的輸出への統合ベクトルとして機能している）。回復は、構造的条件そのもののレベル——未解決の1888年の移行、超国家的な搾取エコシステムとの統合、基盤が統合された証人として機能することを妨げる文化的・文明的断片化——において行われなければならず、そのためには、ブラジルの政治言説が現在置かれている標準的な左右の枠組みの外側からの資源が必要となる。





グローバリズムの枠組みにおけるブラジル

上述した国固有の症状は、グローバルエリート や 金融アーキテクチャ の定評ある記事が体系的に論じているような、国境を越えたエコシステムの中で生じている。そのエコシステムにおけるブラジルの特異な位置づけは、BRICS創設メンバーの中で最も診断的に示唆に富むものである。すなわち、いかなる単一の外国勢力の戦略的方向性からも実質的な自律性を保って機能しうるほど十分に実体があり、かつ、米国主導のエコシステムに実質的に統合され、特定の構造的メカニズムを通じて中国主導の商品輸出の軌跡とますます絡み合い、その両者の間で揺れ動きながらも、いずれに対しても主権的・文明的な代替案をまだ提示できていない状態にある。主導のエコシステムに実質的に統合されており、中国主導の商品輸出の軌跡ともますます複雑に絡み合い、いずれに対しても主権的・文明的な代替案をまだ提示することなく、この両者の間で揺れ動いている。

戦略的曖昧性を有するBRICS創設メンバー。 ブラジルはBRICの創設メンバー（2006年、ロシア、インド、中国と共に。南アフリカは2010年に加盟。2024年の拡大によりイラン、エジプト、エチオピア、UAEが加わった）であり、新開発銀行および緊急準備基金協定の創設メンバーでもある。その戦略的姿勢は政権によって揺れ動いてきた。PT政権は多極的な関与を推進し、 ボルソナロ政権期は多極化の軌道を阻む形でワシントンと連携した；ルラ第3期政権は、米国や欧州との実質的な関係を維持しつつ、多極的な関与を再開している。より根本的な問い——ブラジルには多極的な枠組みの中で主導権を握るための文明的な一貫性があるのか、それとも未解決の内部問題によって持続的な戦略的主体性を阻まれている「巨人」のままであるのか——に対する答えはまだ出ていない。

商品輸出の統合。 世界の商品エコシステムにおけるブラジルの構造的地位は、重要な結節点に集中している。鉄鉱石（世界最大の生産者であるヴァーレを通じて）は中国へ大量に流れている；大豆の輸出規模は、中国の食料安全保障体制とブラジルの土地利用パターンの両方を再構築するほどのものである；牛肉の輸出により、ブラジルは世界最大の牛肉輸出国としての地位を確立している；ペトロブラスは、世界の石油市場に影響を与える規模で深海プレソルト層の石油資源を操業している。コーヒーと砂糖が商品ポートフォリオを締めくくる。 各拠点は、多国籍資産運用構造に統合されている（ブラックロック、バンガード、ステート・ストリートは、ヴァーレ、ペトロブラス、イタウ、エンブラエルを含むブラジルの主要上場企業のほとんどで集中的な保有ポジションを有している）。商品輸出経済の実質的な所有構造は、徐々に多国籍化されてきた。

COP30開催をめぐる問題。 2025年11月にブラジルがベレン・ド・パラで開催するCOP30は、ルラ政権がアマゾン問題を明確に焦点化するために選んだ場所であり、ブラジル国家が、その領土的基盤が要求する地球規模の生態学的課題において実質的な主導権を握れるかどうかの試金石となる。 開催そのものは実質的な成果ではあるが、アマゾンの森林破壊を推進する構造的・経済的条件は、開催だけでは対処しきれない規模で作用している。COP30が実質的な成果を生み出すかどうかは、ブラジルの単独の能力では到底及ばない要因に左右される。

診断された構造的曖昧性。 ブラジルの国際統合は、商品輸出への依存、資産管理の集中、宗教・政治的な連携（主要な媒介としてのペンテコステ派・福音派ブロック）、および調整・フォーラムを通じた統合（世界経済フォーラムへの参加、進歩派・保守派双方のブラジル有力者による三極委員会への加盟、外交問題評議会および類似のフォーラムへの参加）によって機能している――小国が直面する帝国主義的-主権的従属という、小規模経済が直面する状況とは無縁である。ブラジルは実質的な主権的・文明的能動性をもって行動し得るが、商品輸出の構造的枠組みと未解決の内部文明的課題が、これを持続的な戦略的能力へと転換することを阻んでいる。これらのメカニズムに関する体系的な考察は、グローバルエリート および 金融アーキテクチャ に掲載されている。ブラジルが生態系-レベル分析への貢献は、政治階級が文明的代替案を提示していない状況下において、基盤の密度と実質的な技術的能力が、主権を損なう統合と共存し得ることを実証することにある。





回復の道筋

ハーモニズムがブラジルに提供するのは、ブラジル固有の基盤が、統合を待つ断片としてではなく、生きた文明として読み解かれるようになるための、明確な教義的枠組みである。この枠組みは外来のものではない； それは、ブラジルが固有に抱くものの体系化に他ならない。

地図的統合。 ブラジルには、アマゾンの先住民、アフリカ系ブラジル人のヨルバに由来するもの、カトリックの神秘的・民衆的という三つの生きた地図が、同じ土壌の上で、かつ実践的に共存している。いずれも他者への吸収を必要としない； それぞれが、ハーモニズムの統合を通じて、自らが伝えるものが他者が伝えるもの、そしてハーモニズムが教義の次元で提示するものと収束しているという認識を得る。この統合は（各々を希薄化させるような）合成ではなく、相互の承認である。 ベム・ヴィヴェル（Bem viver）は、車輪が「Dharma（調和の道）」に沿った行動として提示するものを指し、アシェ（axé）は、調和的リアリズムが「Logos（調和の現実）」として提示するものを指す。また、創造は調和を本質とする生ける知性によって秩序づけられているという大衆カトリックの認識も、同じ認識を指し示している。これら三つは一つの証言として読み解かれる——それは、現代の主流的なブラジルの自己理解が未だ着手していない、文明の中心的な課題である。

1888年の未解決の移行。 1888年の「補償なき奴隷解放」に言及することなく、ブラジルの真の復興が深層レベルで機能することはあり得ない。現代の不平等構造、人種・経済・空間的な配置、未完のキロンボラの土地境界画定、より広範なパターンを再生産する教育格差 ——これらはすべて、元奴隷層を実質的に「カーザ・グランデ／センザラ」の階層を維持するように設計された労働市場に委ねた解放の帰結である。キロンボラおよびより広範なアフロ・ブラジル人運動は、どのような賠償措置が必要かを具体的に提示してきたが、実質的な実施のための政治的条件は依然として不十分である。この「回復」は、1888年が要求するもの——象徴的なものではなく構造的なもの——に取り組むブラジルの政治的能力にかかっている。

地図上の統合や1888年の移行を超えて、4つの主権回復が、後期近代における歪みを是正するために何が必要かを示している。金融主権は、Pixクラスの金融・公共インフラの積極的な防衛を通じて実現される。 レントシーカーへの移転を生産的投資へと転換するための公的債務管理の構造改革；協同組合銀行および家計貯蓄中心の金融に対する制度的支援；ある依存形態を別のものに置き換えるのではなく、実際にブラジルの金融主権を拡大するBRICS構造内での通貨調整の代替案の実質的な追求。真の国家能力は外部委託されるものではないという「デゼンヴォルヴィメンティズモ」の伝統的認識こそが、固有の資源である。 防衛主権：エンブラエル級の国産兵器・航空宇宙産業を、それを解体しようとする金融化の圧力から守るための構造的支援；アマゾン地域および国境を越えて活動する領土搾取ネットワークに対する実効的な能力の展開；ブラジルの主権的利益ではなく多国籍企業の利益に奉仕する戦略的連携に基づく遠征作戦の停止；ブラジルの文脈において防衛とは、本来、領土的・生態学的基盤の保護に向けられるべきであるという構造的認識。****技術的主権：自国研究基盤への構造的支援を通じ、Pix級の主権的デジタル公共インフラを他の領域（デジタルID、公衆衛生データシステム、教育プラットフォームインフラ）にも構築すること； 戦略的整合性にかかわらず「監視への転換」を拒否すること；そしてより根本的な問い——AI開発の軌跡そのものが、ブラジル文明が固有に担うものと整合しているかどうか——について、EMBRAPAやPixは、ブラジルがこれに対処する固有の能力を有していることを実証している。コミュニケーション主権**：Globo級の大手メディアによる集中化に対抗するメディア経済の多様化への構造的支援；フリーランスおよびオルタナティブ・ジャーナリズムの基盤に対する実質的な防衛； 公共放送体制への投資；そして、現代の情報環境が要求する深みにおいて、国民規模のメディアリテラシーを構築するための市民教育活動。

これらすべてにわたり、魂のレジスターの育成の完成。ブラジルが宿す三つの生きた地図は、統合的な育成のための実質的な基盤を備えている。いずれもブラジルが外国のコンテンツを輸入することを必要とせず、その収束が明確に表現可能となる枠組みの恩恵を受ける。via positiva 具現化された修練体系——「テレイロ」のイニシエーション的修練、現存する血統における先住民のシャーマニズム的修養、現存するカルメル会、フランシスコ会、ベネディクト会の修道院におけるカトリック神秘主義的瞑想実践 ——は、他のほとんどの現代文明が及ばないほどの深さでブラジルの地上に存在している。ハーモニズムが提供するのは、ブラジル人実践者——アマゾンの系譜、アフロ・ブラジル系、民衆カトリック、 あるいは教養ある世俗的基盤を持つ者であれ——が、これら三つの伝統が耕す領域が単一の領域であり、三つの伝承が同一の構造を通る異なる道であり、そして統合された修養が、ブラジル文明生活におけるその存在が単なる願望ではなく、文明的事実として回復されることになる「悟りを開いた実践者」を生み出すことを認識できるようにする、異文化間を横断する語彙である。『導師と案内人』は構造的な終着点を明示している：修養の形態は単なる媒体であり、その最高の目的は、形態への永続的な従属者ではなく、直接的な土台の上に立つ実践者を生み出すことにある。 ブラジルの復興には、その基盤が本来構造化されていた通りに機能することを許容することが含まれる。

これらはいずれも、ブラジルが近代性を放棄することを要求するものではない。すべてにおいて求められるのは、その基盤が能動的な文明の土壌ではなく、不活性な残滓であるという前提をブラジルが拒否することである。ハーモニズムは、その統合について語れるようになるための語彙を提供する。





結び

ブラジルとハーモニズムが交わるのは、両者が異なるレジスターを通じて同じ構造を表現しているからである。ブラジルは、宇宙秩序のレジスターにおいてハーモニズムが「Logos」と呼ぶものを「axé」と呼び、人間の行動のレジスターにおいてハーモニズムが「xapiri」や「orixás」と呼ぶものを「bem viver」と呼んでいる。 は、ハーモニズムが人間行動のレジスターにおいて「Dharma」と呼ぶものを指し、xapiriやorixásは、ハーモニズムが調和的秩序が作用する媒介となる「分化された力」と呼ぶものを指し、terreiroは、ハーモニズムが「修養が伝承される制度的・教育的容器」と呼ぶものを指し、cordialidadeやjogo de cintura ハーモニズムが、身体化・関係性の領域における調和の体感現象学と呼ぶもの。これらの語彙間の翻訳が可能なのは、その領域が同一であるからである。

ブラジルは、その土壌の上で、そして実践の現場において、人類が歴史的に現実の深層構造を構築してきた三つの地図を宿している。 ハーモニズムが「一つ」として提示するものを証言する、三つの生きた証人である。文明の成熟は、この土壌がすでに宿しているものの統合を待っている。基盤は確かに存在している。それを活性化させるための政治的・経済的条件は、依然として絶え間ない争いの対象となっている。そして、その統合を語れるようにする語彙は、今や手に入っている。基盤の統合こそが、具現化された「カルティバソン」を可能にする土台であり、具現化された「カルティバソン」は実践者——市民、親、 職人、教師、指導者、テレイロや先住民の血筋を継ぐ者たち、コルデルやモディニャを伝える者たち――彼らにおいて、その回復は単なる願望ではなく、文明的な事実となる。これこそが、ピンドラマが本来の意味において常に指し示してきたものである。
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